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町 議 会町 議 会　町議会６月定例会が６月３日から８日までの
日程で開催され、専決処分や、令和３年度一般
会計補正予算、条例の制定や設定についての審
議が行われ下記のように可決されました。

　衛生費について、新型コロナウイルスワクチン接種事業として、ワクチン接種予約の受付体制を強化
するため４６９万円を追加し、その他経費を精査し４６９万円を削減することで、歳入歳出予算の総額をそれ
ぞれ４９億９，２５０万円とする補正予算の専決処分が承認されました。
　なお、今回の補正による歳入歳出予算の総額に変更はありません。

令和３年度一般会計補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，５２２万８千円を追加し、予算総額を５０億１，７７２万８千円とする補正予
算が可決されました。

令和３年度一般会計補正予算（第２号）

歳　入 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容
国庫支出金 ９９６万２千円 ４億８０７万５千円 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業補助金
寄 附 金 １００万円 ２億８００万１千円 老人福祉および災害対策寄附金
繰 入 金 １，３００万円 ２億９，０８２万８千円 財政調整基金繰入金
諸 収 入 １２６万６千円 ２億３，１１６万１千円 建物災害共済金
計 ２，５２２万８千円 ５０億１，７７２万８千円
歳　出 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容
総 務 費 ８４６万１千円 ８億１，９６４万４千円 過年度収入還付金
民 生 費 ８３５万８千円 １５億１，６９４万７千円 子育て世帯生活支援特別給付金
土 木 費 ６０万円 ５億７，８０６万７千円 修繕料
消 防 費 ４２万９千円 ２億５，３７０万３千円 修繕料
教 育 費 ５１５万３千円 ４億７，４１８万６千円 ＧＩＧＡスクールサポーター委託料
災害復旧費 ２５０万８千円 ２５０万９千円 工事請負費
予 備 費 △２８万１千円 １，９７１万９千円
計 ２，５２２万８千円 ５０億１，７７２万８千円

◦中山町防災会議条例の一部を改正する条例の制定について
　　⇒‌�　　⇒‌�本年度、中山町地域防災計画を見直すにあたり、その計画を策定する町防災会議委員について、

防災会議条例第３条第５項第４号の規定により、町長が内部職員のうちから指名する者は、副町
長と管理職から指名するが、現条例では「７人以内」となっているところ、現在の人数が「９人」
であることから、「９人以内」とするため。

条例の制定・設定

◦中山町町税条例等の一部を改正する条例の設定についての専決処分の承認について
　　⇒‌�　　⇒‌�地方税法等の一部を改正する法律等が、令和３年３月３１日に公布され、同年４月１日から施行さ

れることにより、中山町町税条例の一部を改正し施行する必要があったため。
◦‌�令和２年７月豪雨の被災者に対する国民健康保険税の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定
についての専決処分の承認について
　　⇒‌�　　⇒‌�令和２年７月豪雨で被災された方を、令和２年度国民健康保険税の減免により救済するにあたり、対

象となる納期限の範囲を令和３年３月３１日から令和３年４月３０日に急きょ延長する必要があったため。

専決処分の承認

※専決処分…‌�本来、議会が議決すべき事項を、時間的に議会の招集を待てない緊急な場合などに、町長が代わって意思
決定すること。ただし、専決処分の後には、議会に報告し承認を求める議案の提出が必要。
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◦中山町議会議員及び中山町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の設定について
　　⇒‌�　　⇒‌�公職選挙法の一部改正に伴い、町村議会議員選挙及び町村長選挙における立候補者の選挙運動用

自動車の使用、ビラの作成、ポスターの作成に係る費用について、条例を制定することで公費負
担の対象とすることができるとされた。これを受け、当町でも立候補に係る環境の改善を図るため。

◦中山町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　　⇒‌�　　⇒‌�新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の施行に伴い、新型コロナウイル

ス感染症の定義が変更されたことから当該条例の関係条文の一部改正を行うため。
◦中山町災害見舞金の支給に関する条例の設定について
　　⇒‌�　　⇒‌�自然災害が発生した時に国および県による災害救助法による救助、被災者生活再建支援法による

支援または災害弔慰金の支給等の対象とならない町内の被災世帯を支援し、町民の福祉および生
活の安定に寄与することを目的に、町独自の災害見舞金の支給制度を創設するため。

◦中山町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
　　⇒‌�　　⇒‌�標準議会会議規則の一部改正に伴い、関係する規則の整備を図るため。

老人クラブ連絡協議会が開催されました
豊かな地域社会づくりに向けて

　６月１日、山形県老人クラブ連合会主催の東南村山地
区ブロック老人クラブ連絡協議会が、中央公民館で開催
されました。東南村山地区ブロックは、山形市、上山
市、天童市、山辺町、中山町で構成されています。
　当日は、それぞれの老人クラブ連合会の活動状況報告
を行ったほか、コロナ禍での事業の進め方の工夫などに
ついて意見交換が行われ、より多くの高齢者が自主的か
つ積極的に活動していくための話し合いが行われまし
た。 協議会の様子

高取山のハイキングコースを整備しました
誰もが安全に登山できるように

　６月１３日、町青少年育成町民会議で、高取山ハイキン
グコースの整備を行いました。この活動は、高取山のハ
イキングコースを登山者が安全に登ることができるよう
毎年実施しているものです。
　当日は、町子ども教室のスタッフと一緒に、「家族や
友人と、緑あふれる高取山を散策してほしい」との願い
を込めながら、土橋コース、岡コース、新コースの計３
コースの草刈りや倒木処理を行いました。整備された高取山の展望台で記念撮影

町 議 会町 議 会
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歩いて健幸のまちづくり　なかやま健幸くらぶ

～身近な運動「歩く」ことを続けたら～
特 

集

　運動不足は生活習慣病や認知症発症の大きな要因となっていることから、中山町では平成３０年
度より「歩く」ことで健幸になることを目的に「なかやま健幸くらぶ事業」を実施しています。

「歩く」ことで得られる効果
○運動（歩く）を習慣化すれば医療費は抑制できます。
○目標歩数を意識して歩くと２，５００歩以上歩数が増えて、より目標歩数に近づくことができます。
〔国推奨歩数〕６５歳以上は、１日７，０００歩を目指します。 ６５歳未満は、１日８，０００歩を目指します。

なかやま健幸くらぶ会員４５３名（令和３年６月１８日時点）

　令和２年のアンケートでは、「目標歩数を意
識して歩くようになった」に「あてはまる」と
回答した参加者は、「あてはまらない」と回答
した参加者と比較して２，５００歩以上歩数が上回
りました。

なかやま健幸くらぶ参加者数推移（名）

目標歩数を意識して歩くようになった（歩／日）

中山町 総医療費の推移（万円／年）

目 標 歩 数

　健幸くらぶ未加入者※２７３名と健幸くらぶ加
入者６２名について、２年目の総医療費の推移を
見ると、健幸くらぶ加入者の総医療費増加は見
られませんでしたが、健幸くらぶ未加入者の総
医療費は７万２千円の増加が見られました。

年間総医療費

「歩く人」は毎年
増えています
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20.720.7

20.120.1

25.525.5 27.327.3

19.919.921.721.7

※‌�この場合の未加入者は、町内の４０歳以上の国保および
後期高齢者医療の被保険者の中から、加入者と性別・
年齢・加入前年度医療費がマッチングする者を指す。
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特集：身近な運動「歩く」ことを続けたら

今こそ運動への第一歩!!
　今年は東京２０２０オリンピック・パラリンピックが開催される特別な年。選手たちの姿を見て、運動・
スポーツへの関心が高まる方も多いのではないでしょうか？
　運動を始めたい方にオススメなのが、世代を問わずに気軽に取り組める「ウォーキング」です！
　普段何気なく行っている歩く動作も、少し意識をするだけで効果的な運動になります。
　自分のペースに合わせて、あるいは仲間と一緒に、楽しく歩くことから始めてみませんか？

東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催目前！

なかやま健幸くらぶ　活動のご紹介

　ウォーキングについての指導を受けながら、町内のコー
スを巡ります。コースは毎回変わるため、新たな中山町の
魅力も発見できるかも！
　毎週日曜日開催、なかやま健幸くらぶ会員の方は自由に
参加できます。

ウォーキング教室ウォーキング教室

なかやま健幸くらぶに参加希望の方はもちろん、興味がある・話だけでも聞いてみたいという方、
大歓迎です！まずは気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ・お申込み先　健康福祉課 健康づくりＧ ☎６６２－２８３６

　生活習慣病や運動器疾患など、持病をお持ちの方や「体力に自信がない」
「足腰が心配」など、運動への一歩が踏み出せない方は、ぜひ一度町内医
師にご相談ください。町内医師からの紹介で、「なかやま健幸くらぶ」で
安全に運動ができるようにサポートします。

町と町内医師が連携して運動をサポート町と町内医師が連携して運動をサポート

　なかやま健幸くらぶで実施している運動教室は、運動レ
ベル別に３つのクラスがあり、自分の身体の状態に合わせ
て好きなクラスに通えます。筋トレを行うことで基礎代謝
量が上がり、身体の脂肪も燃えやすくなるため、ウォーキ
ングにプラスするとより効果的です。
※参加料別途かかります。詳しくはお問い合わせください。

運動教室運動教室

町内の医療機関　・秋葉医院　・中山診療所　・服部内科胃腸科医院　・たかはし元気クリニック
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▲復旧作業が終わり、きれいに整備されました

貴重なご意見をありがとうございます

町民町民のの皆さん皆さんからのからの声声
　町には、町民の皆さんからたくさんのご意
見やご要望・ご提案が寄せられます。町では、
氏名・住所および電話番号の記載のあるもの
には、その方へ回答をお返ししています。ま
た、その記載がなくても、そのご意見に対し
て町での対応をまとめています。
　今回は令和２年１０月から令和３年３月まで
にいただいたご意見と町の回答を、一部抜粋・
要約して掲載します。なお、ご意見が多かっ
た内容については、テーマを■で示し、町の
方針を示させていただいています。
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４
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て
も
、
必
要
な

と
き
に
放
送
を
行
い
ま
す
が
、
緊

急
性
の
な
い
放
送
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
同
じ
時
刻
で
放
送
し

た
ほ
う
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
無

用
の
不
安
を
与
え
な
い
と
判
断
し
、

午
後
６
時
の
放
送
に
集
約
し
て
い

ま
す
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
聞
い

て
い
た
だ
き
、
い
つ
も
同
じ
時
刻

に
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
放
送
さ

れ
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
、
防
災
行

政
無
線
（
同
報
系
）
に
対
す
る
関

心
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
を
目
的
に
、

現
在
運
用
し
て
い
ま
す
。

■‌�

午
後
６
時
の
メ
ロ
デ
ィ
に
つ
い
て

　
毎
日
午
後
６
時
に
メ
ロ
デ
ィ

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
を
放
送
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
常
に
稼
働

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
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▲‌�アットインフォカナルを
　ダウンロードしてみましょう

「
動
作
試
験
」
を
兼
ね
て
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ロ
デ
ィ
の
後

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
情
報

を
広
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
一

般
放
送
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

町
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
う
ま
く

聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）

の
屋
外
拡
声
は
、
距
離
や
方
位
に

よ
り
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
内
容
が
わ
か
る
よ
う

調
整
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を
補
完

す
る
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
お
持
ち
の
方
な
ら
誰
で
も
イ
ン

ス
ト
ー
ル
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
「
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
カ

ナ
ル
（＠

InfoC
anal 

）」
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
放
送
を
聞

き
逃
し
た
際
に
は
便
利
な
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
６
６
３
‐
３
５
８
５

（
自
動
応
答
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※‌�

詳
し
く
は
６
月
１５
日
号
の
折
り

込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※‌�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で

な
い
方
の
た
め
の
戸
別
受
信
機

は
、
今
年
度
か
ら
７５
歳
以
上
の

み
の
世
帯
に
、
順
次
配
布
す
る

予
定
で
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

■
町
の
除
雪
に
つ
い
て

　
除
雪
の
実
施
に
つ
い
て
、
町
の

出
動
基
準
は
、
車
道
・
歩
道
と
も

に
降
雪
量
が
お
お
む
ね
１０
㎝
を
超

え
た
場
合
、
ま
た
は
超
え
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
に
出
動
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
出
動
基
準
は
、
車

道
は
町
と
同
じ
で
す
が
、
歩
道
は

積
雪
深
が
お
お
む
ね
１５
㎝
を
超
え

た
場
合
、
ま
た
は
２０
㎝
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
出
動
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
歩
道
除
雪
に
つ

い
て
は
町
と
県
と
で
異
な
っ
た
基

準
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
除
雪
作
業
の
時
間
帯
に
つ
い
て

　
除
雪
作
業
は
主
に
深
夜
か
ら
早

朝
に
か
け
て
、
対
象
と
な
る
道
路

が
通
行
で
き
る
状
態
の
確
保
を
目

的
に
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯
ま
で

全
対
象
路
線
の
除
雪
完
了
を
目
指

し
実
施
し
ま
す
が
、
降
雪
状
況
等

に
よ
り
作
業
が
完
了
し
な
い
場
合

や
作
業
後
再
び
積
も
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

自
宅
前
が
除
雪
さ
れ
て
お
ら

ず
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、「
希
望
す
る
場
所
を
そ
の
都

度
連
絡
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

過
去
の
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ

化
を
進
め
、
効
率
的
な
除
雪
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

全
対
象
路
線
の
最
大
効
率
的
な
除

雪
機
の
稼
働
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
局
所
的
な
ご
要
望
に
は
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
人
員
と
機
械
で
実
施
し
て
い
る

こ
と
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

高
齢
者
宅
の
除
雪
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

除
雪
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
ご
親
族
・
ご
親
戚
の
方
や

地
区
で
の
支
援
を
検
討
い
た
だ
く

か
、
業
者
等
に
依
頼
し
除
雪
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
豪
雪
等
で
業
者
も
対
応
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
た
際
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
等
か
ら
高
齢
者

等
の
み
の
世
帯
を
見
守
り
し
て
い

た
だ
き
、
町
で
報
告
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て

の
対
応
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
等
の
み
の
世
帯

で
、
依
頼
で
き
る
業
者
が
な
い
場

合
は
、
健
康
福
祉
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
体
制
作
り
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す（
雪
下
ろ
し
は
除
く
）。

　
な
お
、
費
用
の
一
部
助
成
と
し

て
、
自
力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難

で
支
援
し
て
く
れ
る
親
族
の
い
な

い
、
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
家
族
全

員
が
６５
歳
以
上
や
障
が
い
等
を
お

持
ち
の
方
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、

業
者
等
に
お
願
い
し
た
「
屋
根
の

雪
下
ろ
し
」
お
よ
び
「
雪
下
ろ
し

に
伴
う
排
雪
」
の
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制※

度
も
あ
り
ま
す
の
で

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※‌�

高
齢
者
等
雪
害
対
策
事
業
で
ひ

と
冬
１
回
に
か
か
っ
た
費
用
の

２
分
の
１
ま
た
は
上
限
１
万
円

を
助
成
。

�

（
担
当　
健
康
福
祉
課　

�

建
設
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

「
各
家
庭
に
合
わ
せ
た
除
雪
は

で
き
な
い
」
の
は
承
知
し
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
除
雪
事
業
者
側
の

ず
さ
ん
な
除
雪
に
つ
な
が
ら
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
町
民
の
た
め
」

「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
た

め
」
な
ど
謙
虚
な
気
持
ち
で
除
雪

を
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

町
の
除
雪
は
、
限
ら
れ
た
人

員
と
除
雪
車
で
、
で
き
る
だ
け
短

時
間
に
道
路
の
通
行
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
除
雪
は
除
雪
車
の
構
造
上
、
車

道
に
降
り
積
も
っ
た
雪
を
道
路
の

脇
に
寄
せ
る
作
業
と
な
り
ま
す
。

道
路
脇
に
接
す
る
間
口
な
ど
に
は

雪
の
塊
を
置
か
な
い
よ
う
注
意
を

払
い
な
が
ら
実
施
し
ま
す
が
、
特

に
湿
っ
た
雪
は
ど
う
し
て
も
塊
と

な
っ
て
道
路
脇
に
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各

ご
家
庭
の
玄
関
先
な
ど
に
置
か
れ

た
雪
に
つ
い
て
は
大
変
苦
労
を
お

除
雪
に
つ
い
て

特集：特集：町民の皆さんからの声町民の皆さんからの声
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か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
車
の
運
転
手
に
対

し
ま
し
て
、
可
能
な
限
り
間
口
な

ど
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う
心
が
け

た
除
雪
の
実
施
を
再
度
周
知
し
ま

す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

児
童
や
生
徒
が
車
道
を
歩
い

て
登
下
校
し
て
い
る
状
況
を
な
く

す
た
め
に
も
、
歩
道
の
除
雪
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

各
学
校
に
お
い
て
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
登
下
校
を
す
る
よ
う

徹
底
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、除
雪
さ
れ
て
い
な
い
歩
道
は
、

子
ど
も
た
ち
が
判
断
し
車
道
を
通

る
状
況
も
あ
る
よ
う
で
す
。
通
学

路
を
最
優
先
で
歩
道
の
除
雪
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

①‌�

基
本
的
に
歩
道
を
登
下
校
す
る

こ
と
。

②‌�

雪
の
た
め
車
道
を
通
る
場
合
は
、

な
る
べ
く
歩
道
寄
り
を
歩
く
こ

と
、
ま
た
車
が
来
た
ら
一
旦
止

ま
る
こ
と
。

③‌�

歩
道
が
通
れ
る
の
に
車
道
を
歩

い
た
り
し
な
い
こ
と
。

④‌�

冬
道
は
特
に
ふ
ざ
け
な
い
で
登

下
校
す
る
こ
と
な
ど
指
導
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
内
の
児
童
生
徒
の
登
下
校
に

つ
い
て
は
町
民
皆
さ
ん
で
見
守
っ

て
い
た
だ
き
、
特
に
冬
期
間
、
事

故
な
く
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課　

�

教
育
課
）

Q 

町
の
農
業
に
関
し
て
、
こ
れ

ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ア
ン
ケ
ー
ト

が
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
施

策
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
県
・

Ｊ
Ａ
・
土
地
改
良
区
な
ど
と
連
携

す
る
ほ
か
、
す
ぐ
に
で
も
農
家
へ

の
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
現
状
の
説

明
と
将
来
像
に
つ
い
て
提
示
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
耕

作
す
る
土
地
に
つ
い
て
の
今
後
の

利
用
意
向
調
査
で
し
た
。
町
と
し

て
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

農
業
委
員
会
よ
り
提
供
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
・
土
地
改
良
区

な
ど
農
業
関
係
団
体
と
今
後
の
町

農
業
施
策
に
反
映
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
農
業
者
が
減
少
し
て
い
る
中
、

担
い
手
に
農
地
を
引
き
継
ぐ
こ
と

は
優
良
農
地
確
保
に
お
い
て
と
て

も
重
要
で
あ
り
、
安
定
的
な
農
業

経
営
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
新
規

就
農
者
の
増
加
も
困
難
と
思
わ
れ
、

対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

ご
指
摘
の
と
お
り
集
約
・
集
積
、

農
地
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
・
ス

マ
ー
ト
農
業
等
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
を
重
ね
て
い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　
最
後
に
、
今
後
と
も
農
業
に
お

け
る
国
、
県
な
ど
の
各
種
制
度
を

研
究
し
な
が
ら
、
町
内
の
農
家
や

農
業
関
係
団
体
等
と
意
見
交
換
を

行
い
、
当
町
農
業
に
適
し
た
施
策

を
実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
担
当　
産
業
振
興
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
屋

内
遊
戯
施
設
を
設
置
し
て
ほ
し
い

で
す
。●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

屋
内
大
型
遊
戯
施
設
に
つ
い

て
は
、
真
夏
や
冬
期
間
の
遊
び
場

と
し
て
魅
力
的
で
あ
り
、
町
外
か

ら
の
利
用
も
あ
れ
ば
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。

　
一
方
で
、
施
設
の
建
設
や
そ
の

後
の
維
持
管
理
に
は
費
用
を
要
し

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
公
共
施

設
全
体
の
あ
り
方
と
し
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
学
校
教
育
や
生
涯

学
習
を
通
じ
た
子
ど
も
と
地
域
と

の
関
わ
り
や
体
験
活
動
の
充
実
と

と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
総
合
政
策
課
）

Q 

ゆ・ら・ら
の
回
数
券
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
ど
う
し
た
も
の
か

と
困
っ
て
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

入
浴
回
数
券
全
戸
配
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
遠

方
へ
の
移
動
に
つ
い
て
自
粛
が
求

め
ら
れ
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、

町
内
の
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
健
康
増

進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。「
回

数
券
は
持
っ
て
い
て
も
行
き
ま
せ

ん
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
町
と
し

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
愛
顧

い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
と
も
協
力
し
、
施
設

の
魅
力
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ・ら・ら
を
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
担
当　
産
業
振
興
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

ゆ
・
ら
・
ら
に
行
っ
た
際
、「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
を
利
用
し
た
場
合

の
試
算
」
が
書
い
て
あ
る
張
り
紙

が
あ
り
ま
し
た
。
非
常
に
安
価
で

魅
力
的
で
し
た
の
で
、
も
っ
と
周

知
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
を
利
用

し
た
場
合
の
試
算
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
・
県
お
よ
び
町
が
行
う

宿
泊
に
係
る
支
援
事
業
を
す
べ
て

町
の
将
来
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
町
の
取
り
組
み
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利
用
し
た
場
合
の
宿
泊
料
に
関
す

る
張
り
紙
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
国
お
よ
び
県
の
支
援
事
業
は
年

末
年
始
に
一
時
停
止
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
町
の
事
業

は
継
続
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
当
町
の
事
業

は
令
和
３
年
２
月
末
で
終
了
し
て

い
ま
す
）。

　
ま
た
、
宿
泊
料
の
状
況
な
ど
営

業
に
関
す
る
周
知
宣
伝
に
つ
き
ま

し
て
は
、
施
設
が
公
設
民
営
で
あ

り
、
施
設
を
運
営
す
る
指
定
管
理

者
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社
中

山
町
振
興
公
社
が
広
告
す
る
も
の

と
な
り
ま
す
。
積
極
的
な
広
告
宣

伝
の
実
施
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
に
お
伝
え
し
ま
す
。

�

（
担
当　
産
業
振
興
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
で
き
な
い

単
身
赴
任
者
や
学
生
に
対
し
、
２

回
に
渡
っ
て
町
の
特
産
品
を
贈
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
心

温
ま
る
支
援
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

町
の
特
産
品
へ
の
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
で
き

な
い
学
生
や
単
身
赴
任
者
へ
応
援

の
気
持
ち
で
、
町
特
産
品
で
ふ
る

さ
と
中
山
町
を
懐
か
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
趣
旨
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
は
続
き
ま

す
が
、
機
会
を
見
て
こ
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

（
担
当　
産
業
振
興
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
ま

で
、
選
挙
に
つ
い
て
郵
送
投
票
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

選
挙
に
関
し
て
は
、
公
職
選

挙
法
等
の
関
係
法
令
に
よ
り
そ
の

執
行
方
法
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
、

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制

度
を
利
用
で
き
る
方
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
を
持

ち
、
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や

介
護
保
険
法
の
要
介
護
者
の
方
で
、

一
定
要
件
を
満
た
す
方
の
み
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
令
和
３
年
６
月
２３

日
以
後
に
告
示
等
さ
れ
る
選
挙
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、
自
宅
療
養
ま
た
は
宿
泊
療

養
し
て
い
る
方
な
ど
は
郵
便
投
票

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
）。

　
な
お
、
今
年
１
月
に
行
わ
れ
た

県
知
事
選
挙
で
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
指
消
毒
液
の
設
置
を
は
じ

め
、
記
載
用
と
し
て
使
い
捨
て
鉛

筆
を
準
備
す
る
な
ど
、
投
票
所
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

Q 

給
油
券
の
対
象
が
障
が
い
者

本
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
居

人
が
本
人
を
送
迎
す
る
場
合
も
利

用
の
対
象
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

障
が
い
者
本
人
が
自
家
用
車

を
運
転
で
き
る
方
へ
の
給
油
券
の

交
付
に
関
し
て
、
町
で
は
周
辺
市

町
と
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
扶
助

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

障
が
い
の
程
度
や
未
成
年
で
あ
る

等
の
理
由
で
本
人
が
運
転
で
き
ず
、

同
居
家
族
が
運
転
す
る
自
家
用
車

に
同
乗
さ
れ
る
方
の
場
合
は
、
ご

指
摘
の
と
お
り
給
油
券
交
付
の
対

象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
人
が
運
転
で
き
な
い
場
合
は
、

タ
ク
シ
ー
券
交
付
の
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用

に
際
し
て
は
自
己
負
担
が
伴
う
た

め
、
同
居
家
族
が
い
る
場
合
は
自

家
用
車
で
送
迎
し
て
い
る
家
庭
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
事
業
の
「
障
が
い
者
の
社
会

参
加
と
生
活
圏
の
拡
大
を
進
め
る
」

と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
健
康
福
祉
課
）

Q 

民
生
委
員
の
方
を
通
じ
て
、

大
変
あ
り
が
た
く
見
舞
金
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
個
人
情
報
等

の
観
点
か
ら
、
口
座
振
込
な
ど
に

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
で
、
町

か
ら
個
人
情
報
の
提
供
は
し
て
お

ら
ず
、
町
報
や
チ
ラ
シ
等
で
の
申

請
の
呼
び
か
け
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
を
通
し
て
把
握
し

贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
は
、
お
声
を

掛
け
な
が
ら
生
活
上
の
心
配
ご
と

な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
相
談

内
容
に
よ
り
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
行
政
機
関
等
と
の
つ

な
ぎ
役
と
な
っ
て
お
り
、
法
に
基

づ
く
守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
個
人

情
報
に
配
慮
し
、
活
動
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
込
に
つ
い
て
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
振
込
手
数
料
が

掛
か
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
こ
と
も

あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

�

（
担
当　
健
康
福
祉
課
）

Q 

通
学
の
自
転
車
で
常
に
満
車

の
た
め
、
駐
輪
場
を
通
学
用
と
一

般
用
で
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

羽
前
金
沢
駅
駐
輪
場
の
混
雑

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
確

認
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
自
転

車
は
整
然
と
駐
輪
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
駐
輪
が
可
能
な
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ご
要

望
の
あ
り
ま
し
た
一
般
用
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

段
階
に
お
い
て
実
施
の
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
引
き
続
き
利
用
状
況
等

を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
整
頓
を

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・

給
油
券
の
交
付
に
つ
い
て

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の

対
応
に
つ
い
て

羽
前
金
沢
駅
の
駐
輪
場
に

つ
い
て

特集：特集：町民の皆さんからの声町民の皆さんからの声
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▲‌�新型コロナ対策のため、席を離して
　ご利用いただいています

求
め
る
張
り
紙
の
掲
示
や
、
駐
輪

場
清
掃
委
託
事
業
者
に
よ
る
整
頓

作
業
実
施
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
総
合
政
策
課
）

Q 

窓
口
対
応
の
職
員
の
身
だ
し

な
み
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
公
務

員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
常
に

町
民
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う

意
識
で
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

町
で
は
、
社
会
人
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
服
装
と
な
る
よ
う
「
身

だ
し
な
み
例
」
や
「
身
だ
し
な
み

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
職
員
間
で

共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
回
の
ご
指
摘
を
受
け
、「
清
潔

感
」「
相
手
に
不
快
感
を
与
え
な

い
」
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
町
民

の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
改
め
て
全
職
員
に
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

ほ
ん
わ
館
の
学
習
室
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
換
気
を
し

て
い
る
に
し
て
も
寒
す
ぎ
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

現
在
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な

状
況
で
す
。

◦‌�

設
定
温
度　
２２
度

◦‌�

設
定
方
法　
事
務
室
お
よ
び
学

習
室
に
設
置
の
温
度
等
設
定
パ

ネ
ル
（
利
用
者
が
設
定
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
）。

◦‌�

換
気
状
況　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

１
時
間
お
き
に
学
習
室
入
口
お

よ
び
学
習
室
東
側
非
常
口
階
段

の
扉
を
開
け
換
気
し
て
い
ま
す
。

◦‌�

そ
の
他　
学
習
室
は
利
用
人
数
、

日
照
量
に
よ
り
温
度
が
変
化
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

対
応
を
実
施
し
ま
す
。

　
学
習
室
は
、
設
定
室
温
を
夏
期

２８
度
・
冬
期
２２
度
に
設
定
し
て
い

ま
す
が
、
極
端
に
室
温
異
常
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
利
用
者
の
方
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
内
容
を
確
認
し
た
上
で
対
応

し
ま
す
。

�

（
担
当　
教
育
課
）

Q 

敷
地
か
ら
道
路
へ
車
で
出
て

い
く
際
に
非
常
に
見
通
し
が
悪
く
、

小
・
中
学
生
の
通
学
路
で
も
あ
る

た
め
危
険
が
伴
い
ま
す
。
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
お

け
る
町
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

見
通
し
の
悪
い
道
路
と
道
路
が
交

わ
る
Ｔ
字
路
や
交
差
点
へ
の
設
置

を
想
定
し
て
お
り
、
民
地
（
個
人

宅
や
ア
パ
ー
ト
、
企
業
等
）
か
ら

の
出
入
り
に
は
公
共
性
の
観
点
か

ら
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な

ア
パ
ー
ト
敷
地
よ
り
町
道
へ
出
る

際
に
必
要
と
い
う
場
合
に
は
、
お

住
ま
い
の
ア
パ
ー
ト
の
管
理
者
に

ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

町
の
職
員
・
施
設
に

つ
い
て

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

特集：特集：町民の皆さんからの声町民の皆さんからの声

　令和２年度下半期（令和２年１０月
～令和３年３月）は、匿名の方を含
めて、全部で５５件のご意見をいただ
きました。

①ひまわりポストをご利用ください
　…‌�役場１階ロビー、中央公民館受付窓口、保健福祉センター
受付窓口に設置してあります。

　　備え付けの用紙に記入し、ポストに入れてください。
②ひまわり直行便のはがきで送ってください

ひまわり
直 行 便

ひまわり
ポ ス ト

ホームページ
お問い合わせ
メール

その他
ハガキ　手紙
電話　ＦＡＸ

町 政 関 係 ３１ ７
職 員 関 係 ２
町関連団体 ５
そ の 他 ５ ４ １
計 ４３ ７ ４ １

令和２年度下半期のご意見等の件数

町へご意見などある場合は

③町公式ホームページのトップページ下のバナーをクリックしてください
④手紙で総務広報課宛に送ってください
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最上川中山緑地が復旧しました
気持ち良い空間を、みんなで楽しみましょう！

（長崎大橋東側）（長崎大橋東側）
各広場各広場

（長崎大橋西側）（長崎大橋西側）
せせらぎ公園せせらぎ公園

　最上川中山緑地は河川の一部です。降雨時は最上川の増水に
ご注意ください。
　次のルールを守って快適にご利用ください。
■ごみは全て持ち帰ってください。
■指定の場所以外での直火は禁止です。
■夜間の騒音・大きな音を発生させるのはやめましょう。
■中山町都市公園条例で制限される行為を行う場合は、許可が必要です。

大
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
！

　
都
市
公
園
で
あ
る
、
最
上
川
中
山
緑

地
（
以
下
、「
緑
地
」
と
い
い
ま
す
。）

は
〝
芋
煮
会
発
祥
の
地
〟
中
山
町
が
誇

る「
芋
煮
会
」の
聖
地
で
、近
年
は
キ
ャ

ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
焚
き
火
の
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
換
気
の
必
要
が
な

く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
め
る

こ
と
か
ら
、
緑
地
の
周
辺
、
堤
防
の
法の
り

尻じ
り
（
堤
防
の
斜
面
（
法の
り
面め
ん
）
の
最
下
部

の
端
）
を
利
用
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
堤
防
付
近
で
の
キ
ャ
ン
プ

利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
夜
間

の
騒
音
や
、
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
、

近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦

情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
６
月
で
完
了
し
た
復
旧

工
事
に
あ
わ
せ
て
、
最
上
川
中
山
緑
地

の
利
用
方
法
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

最
上
川
中
山
緑
地
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
●
ス
ポ
ー
ツ
で
利
用
す
る
場
合

　

�

総
合
体
育
館　
☎
６
６
２

－

２
３
０
０

　
●
右
記
以
外
の
行
為
や
管
理
に
関
す
る
こ
と

　

�

建
設
課
建
設
整
備
Ｇ　
☎
６
６
２

－

２
１
１
６

気
持
ち
良
い
空
間
を

　
守
る
の
は
皆
さ
ん
で
す

　
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み
た
い
皆
さ
ん

が
、
住
宅
地
か
ら
距
離
を
と
っ
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
広
場

を
車
両
乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
（
ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
は
こ
れ
ま
で

も
乗
り
入
れ
可
）。
最
上
川
の
堤
防
を

保
護
す
る
た
め
に
も
、
緑
地
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緑
地
利
用
者
に
よ
る
、
騒
音

や
ご
み
の
不
法
投
棄
（
住
宅
地
内
の
ご

み
集
積
所
も
含
み
ま
す
。）
が
続
き
ま

す
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
利
用
を
停

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ・ら・ら
に
近
く
、

と
て
も
便
利
な
場
所
で
す
が
、
住
宅
地

に
近
い
こ
と
も
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
も
気
持
ち
の
良
い
空
間
と
し
て

お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道路交通法で定義されている
車両（自転車を除く）は乗り
入れできません。

自己責任において、車両（自
動車等）の乗り入れができま
す。
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
・
女
子

�
（
総
合
体
育
館
）

⾝体のプロ「理学療法⼠」が個別に寄り添い、専⾨的なケアやトレー
ニングを⾏います。スタジオではダンスエクササイズ、ヨガなど多数の
レッスンに加え 70 歳以上限定「フレイル予防教室」をご⽤意していま
す。皆様のご要望に応えるジムです。お待ちしています。 

 

Ｓ.Ｐ.Ｆ.Ｇ ＲＯＡＤ（セミパーソナルフィットネスジム・ロード） 

ワンコイン（５００円）体験！ご予約の上、ご利用ください！ 

住所：寒河江市栄町 8-41  電話番号：0237-84-1919 担当：瀬尾 

LINE お友だち登録キャンペーン 

新規会員手数料など無料！ 

平日：10:00～20:30 土曜：8:30～17:30  休日：日曜・祝日 

広
　
告

地
区
中
総
体 　
結
果

■
第
２
位

県
陸
上
男
子
１００
ｍ
ハ
ー
ド
ル�

板
垣
昴
志
郎

県
陸
上
女
子
３
年
１００
ｍ�

黒
沼　
瑚
子

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

�

今
野　
成
実
・
鳥
取　
苑
子
ペ
ア

　
柔
道
男
子
５０
㎏
級�

浦
山　
優
仁

　
柔
道
男
子
６０
㎏
級�

渡
辺　
京
詩

　
柔
道
男
子
６６
㎏
級�

鈴
木　
愛
広

県
剣
道
男
子�

西
堀　
颯
人

県
器
械
体
操�

細
谷　
拓
翔

■
第
３
位

　
陸
上
女
子
１００
ｍ
ハ
ー
ド
ル�

黒
沼　
瑚
子

県
陸
上
女
子
走
り
幅
跳
び�

庄
司　
彩
音

　
競
泳
女
子
５０
ｍ
自
由
形�

橋
本　
青
空

県
競
泳
女
子
１００
ｍ
自
由
形�

嶋
貫
ひ
よ
り

県
競
泳
女
子
２００
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

�
嶋
貫
ひ
よ
り

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

�

今
井　
春
輝
・
夛
田　
太
月
ペ
ア

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

�

森
谷　
朱
莉
・
佐
藤　
愛
奈
ペ
ア

県
剣
道
男
子�

岸　
　
輝
空

県
剣
道
女
子�

齋
藤　
　
葵

■
第
４
位

県
競
泳
女
子
１００
ｍ
背
泳
ぎ　
橋
本　
青
空

■
第
５
位

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

�

佐
藤　
一
雲
・
小
野　
遙
士
ペ
ア

　
６
月
１９
日
・
２０
日
に
東
村
山
地
区

中
学
校
総
合
体
育
大
会
お
よ
び
東
村

山
地
区
中
学
総
体
陸
上
が
行
わ
れ
、

中
山
中
の
生
徒
た
ち
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
力
の
限
り
戦
い

抜
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
結
果
は
上
記
の

と
お
り
で
す
。

　
県
大
会
に
は
団
体
で
６
つ
、
個
人

で
２６
名
の
選
手
が
出
場
を
決
め
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
戦
い
ま
す
。

県
…
県
大
会
出
場
決
定

団 
体

■
優
勝

県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

県
柔
道
女
子

県
剣
道
男
子
・
剣
道
女
子

■
第
２
位

県
陸
上
女
子
４００
ｍ
リ
レ
ー

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

　
柔
道
男
子

■
第
３
位

　
軟
式
野
球

個 

人

■
優
勝

県
陸
上
女
子
３
年
１００
ｍ�

和
田
莉
里
花

県
陸
上
女
子
共
通
２００
ｍ�

和
田
莉
里
花

県
陸
上
女
子
共
通
８００
ｍ�

柏
倉　
四
季

県
陸
上
女
子
２・３
年
１５００
ｍ�

柏
倉　
四
季

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

�

松
田　
佳
菜
・
金
沢
詩
衣
楽
ペ
ア

県
柔
道
男
子
５５
㎏
級�

今
田　
隆
星

県
柔
道
男
子
８１
㎏
級�

村
山　
優
弥

県
柔
道
女
子
５７
㎏
級�

橋
間
あ
ず
み

県
柔
道
女
子
７０
㎏
超
級�

細
谷　
怜
美

県
剣
道
女
子�

奥
山　
陽
葵
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笑顔で手を振る鈴木さん

ゴールを狙ってシュートだ！

白熱したまり入れ　１対１の３本目…！

東京２０２０オリンピック　開幕目前！
聖火リレーが山形県で開催されました

ゴールめがけて一直線
ながさき幼稚園 サッカー教室を開催

青空の下 元気いっぱいの児童たち
豊田小学校運動会
　６月５日、豊田小学校運動会が開催され、赤組・白
組両軍が完全優勝を目指して競い合いました。応援合
戦から始まった運動会は、徒競走や学年行事のまり入
れ、ボール運び、綱引きと進み、最後は全学年参加の
全員リレーが行われました。
　保護者たちは、声を出して応援できないかわりに、
大きく手を振り、拍手を送るなどして、児童たちを温
かく見守りました。

　６月６日から７日にかけて、東京２０２０オリンピック聖火リレーが山形県で開催されました。県の公募
枠に中山町から鈴木恒男さん（南小路）が選ばれ、文翔館前を走りました。沿道には、長崎小学校と豊
田小学校の児童が応援団として駆けつけ、中山町と書かれた旗を大きく振って応援しました。

　５月２６日、ながさき幼稚園で年中児を対象にサッ
カー教室が開催されました。この教室は、山形県サッ
カー協会がボール遊びを通じて体を動かす楽しさと、
試合を通じて相手を思いやる気持ちを育むためのきっ
かけづくりとして提供しているものです。
　園児たちはボールを使った準備運動やシュートの仕
方を教わり、最後に全員参加のゲームに挑戦しまし
た。一生懸命ボールを追う園児の姿を、見学に訪れた
保護者たちは笑顔で見つめていました。

　同日、文翔館では出発セレモニーが開催され、
長崎小学校と豊田小学校の児童１０名が聖火ラン
ナーのサポートランナーとして登場し、セレモ
ニーを盛り上げました。
　次の走者に聖火をつないだ鈴木さんは「大変貴
重な体験をさせていただけたこと、本当に感謝し
ています。応援に駆けつけてくれた友人や、沿道
からのたくさんの拍手のおかげで楽しんで走るこ
とができました。娘もサポートランナーとしてセ
レモニーに参加していたので、家族で一生の思い
出になりました」と嬉しそうに話しました。
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石っころ会（鈴木直人会長）による農業機械の披露。
初めて見る農機に興味津々です。　　　　　　　　　

１列に並んで一斉にスタート。隣と声をかけ合いながら
手際よく植えていきました。　　　　　　　　　　　　

３歳児歯科検診 よい歯のお子さん３歳児歯科検診 よい歯のお子さん

おいしいお米はどうやって作られるんだろう？
子どもたちが田植えに挑戦しました
　食や命の大切さを学ぶ総合学習の一環として、長崎小学校と豊田小学校の４年生が田植えを行いまし
た。ひんやりとした泥に恐る恐る足を踏み入れた児童たち。３～４株にした苗を昔ながらの手植えで植
えていきます。児童たちは最後まで植え終わると、まっすぐに並んだ苗を見て満足げな表情を浮かべま
した。また、質問コーナーでは、「お米が収穫されるまでどんな作業をするのですか」「鳥や虫に食べら
れないようにする対策はあるのですか」などの質問がありました。
　秋には稲刈りも予定されており、１年間の米作り体験を通して、食や命の大切さを学んでいきます。

長崎小学校 豊田小学校

　令和３年５月の３歳児歯科検診で、むし歯および要観察歯がなく、健康な歯であったお子さんは　令和３年５月の３歳児歯科検診で、むし歯および要観察歯がなく、健康な歯であったお子さんは
１５名でしたので、紙上でご紹介します。１５名でしたので、紙上でご紹介します。

阿部 一
いち と
翔さん　　石沢 涼

すず と
登さん　　井上 侑

ゆう や
也さん　　菊地 乙

つぐ み
未さん　　小松 知

とも き
樹さん

近藤 　迅
じん
さん　　西塔 嘩

かの ん
乃さん　　佐竹　 庵

いおり
さん　　佐藤 煌

こうめい
明さん　　鈴木 稜

り く
久さん

髙藤 千
ちひ ろ
寛さん　　高橋 凌

り く
来さん　　東海林俊

しゅんすけ
佑さん　 横倉 波

は る
瑠さん　　渡邉　 樹

いつき
さん

ワンポイントワンポイント
むし歯予防むし歯予防 歯磨きを嫌がるときは

歯磨きを嫌がるときは、無理強いせず　楽しい雰囲気を作りましょう。
　・絵本やぬいぐるみを活用して、楽しい歯磨きのイメージトレーニングを
　・抵抗が少ない奥歯から磨き始め、一番敏感な前歯は最後に磨くようにします

　　　　　・途中で顔を動かすと危ない！磨くときは支点を置き、歯ブラシを安定させて
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図『消息往来』書簡の書き出し文例集

第１７０話 教育の機関「私塾と寺子屋②」第１７０話 教育の機関「私塾と寺子屋②」

　
寺
子
屋
は
、
７
歳
前
後
で
師
匠

の
も
と
に
就
き
ま
す
。
医
師
・
神

官
・
山
伏
・
僧
侶
・
村
役
人
な
ど

が
仕
事
を
し
な
が
ら
教
え
る
門
に
、

親
に
連
れ
ら
れ
て
入
門
し
た
と
い

い
ま
す
。
習
っ
た
科
目
は
、
も
っ

ぱ
ら
「
読
み
・
書
き
・
算そ

ろ
ば
ん盤

」
で
、

中
に
は
１
教
科
の
み
、
あ
る
い
は

複
数
教
科
を
１
人
の
師
匠
に
習
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
算
数
は
日
常
的
な
加
減
乗
除
、

習
字
は
「
い
ろ
は
」
の
仮
名
文
字

（
変
体
仮
名
、
万
葉
仮
名
を
含
む
）

か
ら
始
ま
っ
て
『
名な

が
し
ら頭
』『
国く
に
づ
く
し尽』

な
ど
、
算
数
も
高
度
に
な
る
と
方

角
、
十
二
支
、
高
等
な
も
の
で
は

『
商
売
往
来
』
な
ど
の
商
い
知
識
、

『
消
息
往
来
』
の
よ
う
な
文
章

要よ
う
て
い諦
が
教
材
と
な
り
ま
し
た（
図
）。

　
そ
の
一
方
で
、
人
づ
く
り
の
講

義
も
好
ん
で
行
わ
れ
、『
実
語
教
』

『
童
子
教
』『
今
川
状
』
の
よ
う
な

教
訓
的
な
も
の
、『
庭て

い
き
ん訓
往
来
』

の
よ
う
な
手
紙
例
文
も
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
藩
校
で
用
い
ら
れ
た
四

書
五
経
の
よ
う
な
経
典
な
ど
難
し

い
も
の
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
明
和
年
間
（
１
７

６
４
～
１
７
７
２
年
）
や
天
明
年

間
（
１
７
８
１
～
１
７
８
８
年
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
節
用
集
』
や
、

和
算
の
計
算
手
引
に
用
い
ら
れ
た

『
塵じ

ん
こ
う劫
記
』
の
改
訂
さ
れ
た
も
の

が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
が
当
町
の
旧

家
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
用
語
説
明
】

国
尽
：‌�

日
本
諸
国
の
国
の
名
を
す

べ
て
列
挙
し
て
、
歌
い
や

す
い
よ
う
に
つ
づ
っ
た
も

の
。

要
諦
：
物
事
の
肝
心
な
と
こ
ろ
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
　
　
　
第
１０
章
第
２
節　
教
育

　皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の伊藤です。
　今回は、観光の担当者として、観光の語源について考えてみたいと思います。
　観光という言葉が生まれたのは、古代中国の四書五経の一つ『易経』にある「観国之光、
利用賓于王（国の光を観る、用て王に賓たるに利し）」の一文からだと言われています。

私たち地域おこし協力隊です！ No.37

●協力隊への問い合わせ先●　伊藤 ☎６６２－２１１４（産業振興課）／ 稲垣 ☎６６２－２2３５（教育課）

それは「国の文化、政治、風俗をよく観察すること」、「国の風光・文物を外部の人々に示すこと」と
いうような意味を有していたと言われています。
　つまり、観光の「光」とは、「その土地の素晴らしいところ（特色・魅力）」を指し、観光とは「そ
の土地ならではの魅力を見つけに行くこと」という意味になります。
　以上のことを踏まえて、以前から国としても、「観光」を単なる余暇活動の一環としてのみ捉える
のではなく、より広く捉えるべきであるとしています。
　私も県外に１４年住み、国内、海外を旅行して、様々な地域の光（地域の特色・魅力）を観てきまし
た。その視点で、中山町の光（地域の特色・魅力）を町外、県外、海外の方々に観ていただけるよう
に、今後も様々な活動を展開していきたいと思います。

いいととうう
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◎東村山郡山辺町大字山辺2911-7（たこ焼きすみど屋さんの斜め向かい）　担当：黒坂　023-615-8845

歳から小学校就学前の、成長発達に特徴があるお子さまを対象に、日常生活における動作や知識・技術を

習得し、集団生活に馴染めるよう療育を行う児童福祉法に基づく福祉サービス事業のひとつです。

☆山辺町初☆ 「児童発達支援事業所」開設いたしました♪

・手先が不器用 ・落ち着きがない ・こだわりが強い ・集団遊びが苦手 ・転びやすい ・言葉に遅れがみられる

・読んだり書いたりするのが苦手 など。お心当たりがあれば、お気軽に私どもへご相談ください。

児童発達支援事業所とは

※※このようなことでお悩みではありませんか？

広
　
告

左から高橋光夫副代表、山川彰夫代表、
松田友子園長、小関直幸さん　　　　　

豊田小学校 新目校長とひまわり風呂敷倶楽部の皆さん

　６月３日、ＮＰＯ法人日本ティーボール協会（山川彰
夫代表）から、「小さいころからティーボールを通じて
野球に親しみを持ち、将来野球に興味を持つ子どもが増
えてほしい」との願いを込め、なかやま保育園にティー
ボール用のバット、ボール、コーンが寄附されました。
　なかやま保育園では、今後、中山ジュニア野球スポー
ツ少年団の小関直幸さんから、園児たちにティーボール
の楽しさを教えてもらう予定です。

　６月７日、中山町郷土研究会（横尾尚壽代表）から、「町の文化振興の
ために活用してください」と、書籍『中山町の石造文化財・概観』が寄附
されました。
　いただいた書籍は、役場庁舎や町有施設、小・中学校に配布され、ほん
わ館では貸出も行っています。８年かけて作成されたこの本は、人々の生
活の歴史を記す町内の石碑についてまとめられたものです。ぜひお手に
取ってご覧ください。

　６月１１日、ひまわり風呂敷倶楽部（齊藤秋代代表）か
ら、「町の花ひまわりを町内にたくさん咲かせてほし
い。ひまわりを見て、町民の皆さんに元気になってもら
いたい」と、ひまわりの苗３００ポットと種１００ｇが寄附さ
れました。
　いただいた苗や種は、小・中学校、中央公民館などに
届けられました。今年の夏も、町内各所でひまわりの花
が咲き、多くの町民を元気づけてくれそうです。

寄附ありがとうございます
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た
女
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さ
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橋
田
壽
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子
さ
ん
と

�

佐
藤
幸
子
さ
ん
～

　町では、小さいときから本に親しんでもらい、読
書を通して豊かな心を育んでもらいたいと、長崎小
学校・豊田小学校の１年生に絵本をプレゼントして
います。
　６月２３日、佐藤町長と浦山教育長が各学校を訪
れ、絵本と町立図書館ほんわ館のロゴが入った手提
げバッグ、読書手帳、希望者にはほんわ館の図書利
用者カードをプレゼントしました。
　佐藤町長が「たくさんの文字に触れて、いろいろ

人　口 １０，９５２ （前月比−15人）人
（男 ５，３７３人、女 ５，５７９人）

出生 人４ 転入 人１１
死亡 人８ 転出 人２２

人の動き

（前月比−1 世帯）世帯数 ３，７１８世帯

まちの人口（６月末現在）

戸籍のまどぐち（６月分）

番
外
編
vol.‌

０３

長崎小学校

豊田小学校

たくさん文字に触れてみよう
１年生に絵本をプレゼント

なことに興味を持
ち、心も体も元気に
成長していってくだ
さい」と呼びかける
と、児童たちは元気
よく返事をし、も
らった絵本をきらき
らした目でながめて
いました。
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お
知
ら
せ
版

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

№1381

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

奨
学
金
の
返
還
を

�

支
援
し
ま
す

※
お
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
Ｇ

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　
町
で
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、
将
来
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担
い
手
と
な
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若
者
の

県
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回
帰
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定
着
を
促
進
す
る
た
め
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や

ま
が
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職
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」

を
県
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
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一
度
県
外

で
就
業
し
た
若
者
が
、
県
内
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Ｕ
タ
ー
ン
し

就
業
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住
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に
奨
学
金
の
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還
を

支
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す
。

【
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学
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８
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法
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さ
い
。
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町
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Ａ
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ン
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）

�
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６
６
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‐
５
３
３
４

　
※
早
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日
の
場
合

�

☎
０
９
０
‐
７
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２
０
‐
４
２
８
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０
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６
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０
０
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５
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５
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）。　
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史
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Ｇ
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）
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２
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２
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７
５

　
７
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史
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を
次
の
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ま
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。

【
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前
】

●�
時
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は
午
前
９
時
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分
～
午
後
４
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30
分
、
土
曜
・
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は
午
前
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時
～
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２
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●
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日
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●
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午
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10
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～
午
後
４
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午
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３
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（
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曜
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が
祝
日
の
場

　
合
は
そ
の
翌
日
）、
年
末
年
始

納期限　８月２日（月）

今 月 の 納 税 等

①固定資産税� ２期
③介護保険料� １期

②国民健康保険税� １期
④後期高齢者医療保険料� １期

※�①と②は、納付書に記載された期間内であれば、コンビニエンスストアでの納付
もできます。

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ - ２１１２（直通）
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①減免の対象と減免額

対　　　　　　　象 減免割合

ⅰ�）新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡しまたは重篤
な傷病を負った方または世帯 全額

ⅱ�）新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者の事業収入、不動
産収入、山林収入または給与収入（以下「事業収入等」）の減少が見込まれ、
次の事由全てに該当する方または世帯
　　世帯の主たる生計維持者について、
　　ア、事業収入等の収入が令和2年に比べて10分の3以上減少していること
　　イ、�収入減が見込まれる種類の所得以外の令和2年の所得が400万円以下

であること
　　ウ、令和2年の合計所得金額が1,000万円以下であること
　　※ウは、国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の場合のみ
　　※�世帯の主たる生計維持者の事業等の廃止や失業の場合は、前年の合計所

得金額にかかわらず対象税額全額を減免

国民健康保険税
１０分の２～全額

介護保険料
１０分の８～全額

後期高齢者医療
保険料
１０分の２～全額

新型コロナウイルス感染症の影響により
収入が減少したこと等による国民健康保険税、介護保険料、

および後期高齢者医療保険料の減免申請について

※減免の対象世帯に該当しても、計算の結果減免額が0円になることがあります。
※新型コロナウイルス感染症の影響ではないことが明らかな場合は、減免の対象にはなりません。
※�事業収入等の収入については令和2年と令和3年を比較します。
※�会社の倒産や解雇されたことによる失業（非自発的失業）の場合は国民健康保険税の減免の対象外と
なりますが、他の制度によって軽減される場合があります。ただし、給与収入の減少に加えて、その
他の事由による事業収入等に係る収入の減少が見込まれる際は対象になる場合もあるのでご相談くだ
さい。

②減免の対象となる保険税（料）
　令和2年度分・令和3年度分の国民健康保険税、介護保険料および後期高齢者医療保険料で、令和3年
4月1日から令和4年3月31日までに納期限が設定されているもの。

③必要書類
　ⅰの場合　減免申請書、医師による死亡診断書または診断書
　ⅱの場合　�減免申請書、収入減少に関する申告書、その他必要な添付書類（令和2年および令和3年の

収入がわかる書類）
　　　　　　※減収した理由によって追加で書類が必要になる場合があります。
　　　　　　※�減免申請書と収入減少に関する申告書は役場1階5番窓口と町公式ホームページに準備し

ていますが、郵送での請求もできます。

④申請先
　〒990-0492　中山町大字長崎120番地　中山町住民税務課税務Ｇ
　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、郵送申請にご協力をお願いします。

⑤申請締切
　令和４年３月３１日（木）

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ - ２１１２
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国民健康保険に加入している皆さんへ

国民健康保険証は国民健康保険証は
� ８月１日から切り替え更新されます� ８月１日から切り替え更新されます
　現在、中山町国民健康保険に加入されている方がお持ちの保険証は、有効期限が「令和３年７
月31日」となっています。８月からの新しい保険証（うすだいだい色）は、７月下旬に、世帯分
一括で世帯主様あてに郵送しますので、保険証が届きましたら、内容をご確認ください。保険証
は、個人ごとのカード式となっています。台紙からはがしてお使いください。
　なお、新しい保険証の有効期限は、次の方を除き、令和４年７月31日です。
・令和４年７月31日までに70歳の誕生日を迎える方
・令和４年７月31日までに75歳になる方（75歳からは後期高齢者医療制度に加入します）
・短期保険証、㊫保険証が交付される方

　70歳から74歳の方の保険証は、高齢受給者証と一体化しており、保険証の左上に「山形県国民
健康保険被保険者証兼高齢受給者証」と記載されています。また、保険証の右側に、医療機関等
の窓口で負担していただく一部負担金の割合が記載されていますのでご確認ください。

※�有効期限を過ぎた保険証は、住民税務課③番窓口にお返しいただくか、個人情報が読み取れな
いよう裁断して破棄してください。
※�社会保険等に加入しているにもかかわらず国民健康保険の保険証が届いた方は、国保をやめる
手続きがお済みでないと考えられます。国保と社会保険の両方の健康保険証、手続きに来る方
の本人確認書類（運転免許証等）、世帯主・国保をやめる方の個人番号カード（または個人番
号通知カード）をお持ちの上、住民税務課③番窓口で手続きをお願いします。

■限度額適用（･標準負担額減額）認定証の更新について
　令和３年８月１日以降の「限度額適用（・標準負担額減額）認定証」（医療費が高額になる場
合でも、自己負担額が各医療機関単位で月の限度額までとなる認定証）は、７月26日（月）から
申請可能です。国民健康保険に加入しており、現在認定証をお持ちの方で、８月以降も高額な医
療を受ける予定のある方は、８月末までに更新手続きを行ってください。
　なお、新規交付の受付は、随時行っています。認定開始日は、原則として申請した月の初日で
す。ただし、国民健康保険税を滞納していると、認定証を交付できない場合があります。
●交付対象（次のいずれかに当てはまる方）
　①70歳未満の方
　②70～74歳であり、世帯主と国民健康保険加入者全員が町県民税非課税の方
　③�70～74歳であり、所得区分が現役並み所得ⅠまたはⅡ（課税所得145万円以上690万円未満）
の方

●申請時の持ち物
　�認定証の交付を受ける方の保険証、現在お持ちの「限度額適用（・標準負担額減額）認定証」、
申請手続きに来る方の本人確認書類（運転免許証等）、世帯主・認定証の交付を受ける方の個
人番号カード（または個人番号通知カード）

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ（役場１階③窓口）　☎６６２ - ２２５２
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■スマイルグリーン号の運行日変更について

　祝日の変更に伴い、スマイルグリーン号の運行日が変更になります。
【運休になる日】
　７月23日（金･祝）、８月９日（月・祝）
【運行する日】
　７月19日（月）、８月11日（水）、10月11日（月）
なお、お盆期間中８月13日（金）～17日（火）は運休になりますのでご注意ください。

※お問い合わせ先　総合政策課まちづくり推進G　☎６６２‐４２７１
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消費生活の窓口から消費生活の窓口から

家の中でも外でも、水の事故には気を付けましょう！
～７月19 日（月）から２5 日（日）は子どもの事故防止週間です～

夏の事故を防ごう！夏の事故を防ごう！

令和３年度　夏の安全町民運動
実施期間　７月２１日（水）～８月２０日（金）

　◎前をよく見て運転集中！
　　多くの事故は前をよく見ていれば防ぐことができます。
　　ハンドルを握った時は、前をよく見て運転に集中しましょう。
　◎眠気や疲れを感じたらすぐに休憩を！
　　疲れを感じたときは、集中力は低下しています。
　　休憩をとり、集中力を保って運転しましょう。

～ドライバーの方へ～

暑さによる気の緩みや疲れから、交通事故が多くなる時期です。暑さによる気の緩みや疲れから、交通事故が多くなる時期です。

　子どもは静かに溺れることをご存知でしょうか。子どもが溺れる場合、子ども自身が溺れていく
状況を判断できず、声を出したり、必死にもがいたりせず、静かに溺れていく（沈んでいく）と言
われています。大人がしっかり注意を払い、子どもを事故から守りましょう。
◆大人の洗髪中は、子どもを浴槽から出して！
　�　大人が洗髪する際には、子どもを浴槽から出しましょう。少しの間でも子どもから目を離さな
いようにしましょう。浴槽用浮き輪の使用中でも溺れる事故が発生しています。保護者が目を離
す状況で使用するのはやめましょう。お風呂から上がる際には、子どもを先に浴室・浴槽から出
しましょう。
◆ライフジャケットを必ず着用し、天候にも注意！
　�　子どもだけで海や川などで遊ぶことがないよう注意しましょう。遊ぶ時はライフジャケットを
着用させ、必ず大人が付き添うようにしましょう。浮力があり水面で呼吸が可能になるライフ
ジャケットを正しく着用することは、事故防止の有効な対応法です。天候の変化にも注意し、悪
天候の時には海や川で遊ばないようにしましょう。
◆転落の危険！海でもライフジャケットを忘れずに！
　�　釣りをする時やボートに乗る時も、転落の危険があるのでライフジャケットを正しく着用しま
しょう。海でフロートなどの浮き具から転落した際もライフジャケットは有効なので、忘れずに
着用しましょう。
◆風で流されやすい浮き具は、大人の手の届く範囲で！
　�　子どもが乗ったフロートが、陸からの風により沖に流されてしまうという事故が毎年起きてい
ます。水に浮いているものは思った以上に風の影響を受けやすいため、子どもが乗ったフロート
などの浮き具から絶対に手を離さないようにしましょう。
※詳しくは、消費者庁「子どもを事故から守る!! 事故防止ハンドブック」をご覧ください。

 ※ご相談・お問い合わせ先
中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３
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最上川中部水道企業団職員採用試験を実施します
●試験日　９月19日（日）

●場所　最上川中部水道企業団事務所（中山町大字長崎4848番地）

●試験区分および採用予定人数　初級行政・初級土木・初級建築・初級電気、若干名

●採用予定期日　令和４年４月１日

●給与などの勤務条件　�給与月額は、「給与に関する規程」によります。ほかに法規にしたがった
待遇・就業条件によります。

●採用方法　　　１.筆記試験　２.作文・面接　により選考

●受験資格　　　・平成４年４月２日～平成１６年４月１日までに生まれた方。
　　　　　　　　・日本国籍を有し、地方公務員法第16条に該当しない方。

●受験方法　　　�　当企業団事務所に来庁の上、所定の申込書を提出してください。申込みの要件
を満たしている場合は、受験票を交付します。郵送にて、申込用紙を請求される
方は、送付先住所を明記し、140円切手を貼った返信用の角２号の封筒を同封し
てください。

　　　　　　　　�　なお、郵送で申し込む場合は、封筒の表に「受験申込」と朱書きし、長形３号
の封筒（受験票送付先を明記、84円切手貼付）を必ず同封してください。申込み
の要件を満たしている場合は、受験票を郵送します。

●提出書類　　　１.受験申込書
　　　　　　　　２.受験票・結果通知書・写真票

●申込締切　　　８月10日（火）（郵送の場合も８月10日必着）
　　　　　　　　午前８時30分～午後５時（土・日、祝日を除く）

※お問い合わせ先　最上川中部水道企業団業務課　☎６６２ - ２１６３

→�所定の用紙に必要事項を記入のこと（受験申
込書と写真票にはそれぞれ写真を貼ってくださ
い。ただし、＊の欄は記入しないでください）。
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。

ご利用ください
　　　役場本庁舎１階の延長窓口

火曜日・木曜日
（祝日を除く）
午後５時１５分～７時

※お問い合わせ先
　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２５９３

ご利用できるもの
各種証明書（住民票、
戸籍証明書、印鑑証
明書、税関係証明書
等）の交付等
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⑧
そ
の
他

【
時
間
外
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
お
知
ら
せ
】

　

�

①
や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
（
☎
６
８
８

‐
６
５
１
１
）　
②
７
月
28
日
、
８
月
25

日
、
９
月
８
日
、
10
月
13
日
、
11
月
10
日
、

12
月
22
日
、
令
和
４
年
１
月
19
日
（
い
ず

れ
も
水
曜
日
）
受
付
時
間
…
午
後
５
時
30

分
〜
６
時
30
分　
③
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー

④
▼
乳
が
ん
検
診
…
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
（
40
歳
代
・
２
方
向
、
50
歳
以
上
・
１

方
向
）、
乳
房
超
音
波
検
査
（
40
歳
代
・

希
望
者
）　

▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
細
胞

診　
⑤
▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
以
上　
▼

子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20
歳
以
上
・
そ
れ
ぞ

れ
町
が
実
施
す
る
人
間
ド
ッ
ク
、
女
性
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

冷
え
込
ん
だ
地
域
の
消
費
活
動
を
喚
起
し
、

町
内
の
景
気
浮
揚
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
内
の
店
頭
販
売
を
主
と
し
て
い
る
飲

食
店
、
小
売
店
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
等

で
利
用
で
き
る
「
中
山
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

ク
ー
ポ
ン
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
の
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
取
扱
店
加
盟
希
望
の
方
は
左
記
の
方
法

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
取
扱
店
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
申
込
み
の
方
は
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

【
事
業
内
容
】

　
お
客
様
に
販
売
店
で
の
支
払
い
に
の
み
利

用
可
能
な
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ク
ー
ポ
ン
券
１

冊
（
@
５
０
０
円
×
６
枚
）
を
２
０
０
０
円

で
販
売
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
：
50
％

●�

申
込
方
法　
取
扱
店
希
望
の
方
は
、
参
加

登
録
申
込
書
を
記
入
の
上
、
７
月
26
日

（
月
）
ま
で
事
務
局
宛
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

中
山
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

　
結
城
健
次
☎
０
９
０
‐
２
８
４
０
‐
１
６
２
９

　
渡
辺
博
文
☎
０
９
０
‐
４
８
８
５
‐
２
６
３
５

※�

こ
の
事
業
は
中
山
町
「
や
っ
て
み
っ
べ
」

活
動
補
助
金
の
対
象
事
業
で
す
。

■
中
山
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す

　
６
月
は
過
去
最
高
人
数
の
お
客
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
７
月
は
さ
ら
に
出
品
物
が
充
実

し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ピ
ン
ク
の
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。
開
催

日
の
前
日
に
山
形
新
聞
お
よ
び
読
売
新
聞
の

折
込
広
告
と
、
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
翌
週
に
延
期
し
ま
す
。

※�

ご
来
場
の
際
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
な
し
の
場
合
は
入
場

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

日
時　

７
月
18
日
（
日
）　
午
前
９
時
～

販
売
開
始
・
な
く
な
り
次
第
終
了

●
場
所　
せ
せ
ら
ぎ
公
園

※�

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
店
は
軽

ト
ラ
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

●
出
店
料
…
１
回
に
つ
き
３
０
０
円

「�

中
山
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ク
ー

ポ
ン
券
」取
扱
店
を
募
集
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
町
商
品
券
振
興
会
事
務
局（
町
商
工
会
内
）

�

☎
６
６
２
‐
２
２
０
７

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

※�

参
加
登
録
申
込
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
店
舗
】

　
町
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事
業
所
を
有

し
、
飲
食
店
、
小
売
店
お
よ
び
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
等
を
営
む
店
舗
（
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※�

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は

除
き
ま
す
。

た
め
の
単
独
検
診
受
診
者
は
対
象
外　
⑥

▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
代
２
３
５
０
円

（
町
国
保
加
入
者
１
１
７
０
円
）、
50
歳
以

上
１
５
６
０
円
（
町
国
保
加
入
者
７
７
０

円
）、
乳
房
超
音
波
検
査
…
３
０
８
０
円

▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
１
４
７
０
円
（
町

国
保
加
入
者
４
２
０
円
）
⑦
①
に
電
話
申

し
込
み　
⑧
お
仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
く

な
か
な
か
受
診
で
き
な
い
方
で
も
検
診
を

受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、
夕
方
か
ら
の
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　今後、町内で火災が発生した場
合、火災出動のサイレン吹鳴のあ
とに、防災行政無線を利用した情
報発信を行います。ただし、休日
や夜間については、対応できかね
る場合もあります。
　ご承知おきくださいますようお
願いします。
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 ７/２７（火）
９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います
●�持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が
確認できるもの（個人番号カード、個人番
号通知カード等）と本人確認ができるもの
(個人番号カード、運転免許証等）

※�この日時で妊婦さん本人の都合がつかない
場合はご連絡ください。

育 児 相 談
【 予 約 制 】

７/２７（火）
１０：３０～１１：３０

育児全般について、保健師・助産師・管理栄
養士が相談に応じます。前日まで電話でご連
絡ください。

定期健康相談 ７/２７（火）
１０：３０～１１：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

乳 児 健 診
７/２８（水）

受付時間は個別通知
でお知らせします

保健福祉
センター

令和２年８月・令和３年４月生まれのお子さ
んと前回欠席のお子さん
●�持ち物　母子手帳、問診票、交換用おむつ、
バスタオル、コロナ対策用問診票

３ 歳 児 健 診
８/４（水）

受付時間は個別通知
でお知らせします

保健福祉
センター
検診ホール

平成２９年１２月～平成３０年２月生まれのお子さ
んと前回欠席のお子さん
●�持ち物　母子手帳、問診票、「健やか親子
21」質問票、採尿した容器、バスタオル、
コロナ対策用問診票

も ぐ も ぐ
ごっくん教室

８/5（木）
受付時間は個別通知
でお知らせします

保健福祉
センター

令和３年１月～３月生まれのお子さん
●持ち物　�母子手帳、おんぶひも、バスタオ

ル、コロナ対策用問診票
●内　容　離乳食講話など

※各事業については、新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更になる場合があります。

　町内の個別接種および集団接種において、ワクチンの廃棄をできるだけなくすため、急なキャンセルな
どにより予約の空きが生じた際に、接種を受けていただける方を募集します。
◆登録の要件
　中山町に住民票がある方で、接種の予約を行っていない方
◆登録期間
　７月２０日（火）～３０日（金）
◆登録の方法
　下記アドレス宛に必要事項を記入の上、送信してください。
　メールアドレス：kenkounakayama063029@gmail.com
　※メールアドレスの件名は「キャンセル待ち登録」としてください。
　【必要事項】　・接種券番号（10ケタ）　・氏名　・生年月日
　　　　　　　・電話番号（携帯電話など、つながりやすい番号）
◆登録後の流れ
　�急なキャンセルなどにより予約の空きが生じた場合、中山町予約受付コールセンター（☎０１２０‐
５６７‐３３９）から電話で日時や会場をご案内します。都合がつく場合は接種をお願いします。

※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２ - ２８３６

新型コロナワクチン　キャンセル待ち登録者募集のお知らせ
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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。

アイ
ラブ

Vol.６０
ＩＩ

◀‌�使用しているパステルチョークと
ブラックボードは、「好きです、
中山」ファンクラブからいただい
たものです。
　‌�難しい画材ですが、コツを掴んだ
生徒たちは次々と色を重ねていき
ます。

▶何度も色を重ねて、納得のいく色合いを見つけます。

か
い
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
部
長
の
齊
藤
理
歩
さ
ん
は
、「
第

３
学
年
の
テ
ー
マ
は
中
山
町
の
さ
く

ら
ん
ぼ
農
園
で
す
。
い
た
だ
い
た
パ

ス
テ
ル
チ
ョ
ー
ク
と
ク
レ
ヨ
ン
の
発

色
の
違
い
を
活
か
し
て
色
の
濃
淡
を

表
現
し
て
い
る
の
で
、
完
成
し
た
ら

注
目
し
て
見
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、

黒
板
ア
ー
ト
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
完
成
し
た
黒
板
ア
ー
ト
は
Ｊ
Ｒ

羽
前
長
崎
駅
の
東
口
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。
町
の
果
物
や
花
な
ど
、

町
の
旬
が
詰
ま
っ
た
作
品
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
描
い
た「
中
山
町
」

を
ひ
と
目
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「好きです、中山」ファンクラブ×中山中学校美術部「好きです、中山」ファンクラブ×中山中学校美術部

わたしたちの描く　なかやままちわたしたちの描く　なかやままち
田宮昌幸代表

「好きです、中山」ファン
クラブの皆さん

　
「
好
き
で
す
、
中
山
」
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
（
田
宮
昌
幸
代
表
）
は
、
長
崎

駅
を
中
心
に
町
の
花
ひ
ま
わ
り
を
植

栽
す
る「
ひ
ま
わ
り
い
っ
ぱ
い
運
動
」

や
、
な
か
や
ま
保
育
園
・
な
が
さ
き

幼
稚
園
の
園
児
と
作
成
す
る
「
園
児

の
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
」、
中
山
中

学
校
美
術
部
と
協
力
し
て
描
く
「
黒

板
ア
ー
ト
」に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
２８
日
、
中
山
中
学
校
の
美
術

室
で
は
、
美
術
部
部
員
１８
名
が
黒
板

ア
ー
ト
の
完
成
を
目
指
し
て
作
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　
黒
板
ア
ー
ト
は
学
年
ご
と
に
制
作

し
て
お
り
、「
ひ
ま
わ
り
・
さ
く
ら

ん
ぼ
・
紅
花
・
左
沢
線
・
足
湯
・
カ

ブ
ト
ム
シ
・
す
も
も
の
し
ず
く
ち
ゃ

ん
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
中

山
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
パ
ス
テ
ル

チ
ョ
ー
ク
や
ク
レ
ヨ
ン
で
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ー
ド
に
描
い
て
い
き
ま
す
。
と
き

に
は
自
分
の
指
で
チ
ョ
ー
ク
や
ク
レ

ヨ
ン
の
粉
を
伸
ば
し
て
な
じ
ま
せ
た

り
、
水
分
を
含
ま
せ
た
テ
ィ
シ
ュ
で

拭
き
取
り
描
き
直
し
た
り
し
て
、
細
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